
(別紙様式３）

（報告日：令和５年４月30日）

職位

氏名

プロジェクト名

プロジェクト期間

プロジェクト実施報告

(具体的な効果･今後の展望等）

使用済額（寄付受入額）

(使用内訳は別紙のとおり）

　　　　　700,000円（寄付受入額： 700,000円）

山形大学基金「やまだい未来へつなぐプロジェクト」完了報告書

報告者

林田　光祐

「自然と人間の共生」再興（再考）プロジェクト

～元祖SDGs “草木塔の心” をみんなに～

　令和3年7月14日～令和５年３月３１日

（募金期間：令和3年7月14日～令和４年9月30日）

①「草木塔の心・説明碑」の建立

小白川キャンパス内に「草木塔の心・説明碑」を建立し、令和３年11

月５日に本プロジェクトの発起人代表でもある仙道富士郎元学長等を

招へいして建碑式を実施した。建碑式の様子は本学HPで報告したほ

か地元新聞紙にも掲載された。また、令和４年６月には本プロジェク

トに関する仙道元学長へのインタビュー記事がフリーペーパーgatta

（月刊 / 45千部発行）に掲載された。

https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/information/info/2021105_01/

②山形大学学術機関リポジトリに『草木塔：写真集』を登録

令和4年5月にやまがた草木塔ネットワークのご協力を得て、『草木

塔：写真集』（山形大学出版会，2007年発行）を山形大学機関リポジ

トリに登録した。また、本写真集の版権が消滅したことに伴い、上記

出版会から残部数（160部）を譲り受け、今後の普及活動に活用する

予定。

https://sdgs.yamagata-u.ac.jp/bulletin/information/detail_209.html

③「“草木塔の心”教育・研究助成」を実施

令和4年7月に学内公募し、阿部宇洋講師（学士課程基盤教育院）の２

プロジェクトを採択・助成した（①地域共同の草木塔研究と教育プロ

グラムの開発:200千円、②草木塔ガイドマニュアルの作成：100千

円、計300千円）。本助成により、新しい視点での草木塔プロジェク

トが発足し、世界規模で環境保全のシンボルとなりつつある草木塔の

実態解明に本学と地域とが連携して取り組み、①地域との協働で作成

したマップの刊行、②草木塔の商標登録の米沢市への提言を行った

（令和4年12月8日の学長定例記者会見で発表）。

https://sdgs.yamagata-u.ac.jp/bulletin/fund/detail_241.html

なお、今年8月5日に米沢市伝国の杜大会議室で本プロジェクトの成果

を発表するシンポジウム「草木塔再考」を開催する予定。

副学長理事･副学長 キャンパス長

当初の計画をかなり上回って実施できた。



プロジェクト実施の

達成度評価

(自己評価）

寄付者への報告

(該当する内容に☑願います）

寄付概況 1 件 10,000 円

該当する内容に☑し、件数、

金額を入力願います
2 件 60,000 円

【基金担当で入力】 3 件 40,000 円

2 件 200,000 円

件 円

6 件 390,000 円

件 円

寄付受入額 14 件 700,000 円

寄付金の使用用途を報告済（必須）

報告書を送付済 webで報告済

成果物（研究成果等）を送付済（内容： ）

その他予定等（ ）

一般市民

卒業生

保護者

企業

自治体

本学職員

その他（ ）

当初の計画をかなり上回って実施できた。

当初の計画をやや上回って実施できた。

当初の計画とおりに実施できた。

当初の計画とおりにあまり実施できなかった。

当初の計画とおりにほとんど実施できなかった。



別紙

（括弧内には寄付受入額で内数）

区　分 員 数 単 価 金 額 備　　考

円 円

 物品購入費 49,500

(49,500） 記録用デジタルカメラ

SDHCカード

 旅　費

（　　　　　　　）

 謝　金

（　　　　　　　）

 その他 70,000 事務経費

一式
280,500

(280,500）
草木塔の心　由来文の碑建立
（R3.11）

1件
300,000

(300,000）
「草木塔の心教育研究助成」
基盤：阿部宇洋講師（R4.8）

合　　計 700,000
（630,000）

使　用　額　内　訳


